
コンプライアンスへの取組み

利益相反管理

マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与防止への取組み

コンプライアンス

コンプライアンスとは、法令やルールを遵守することは
もとより、さらには社会的規範を全うすることをいいます。
信用が最大の財産ともいえる銀行にとって、経営の健全
性を高め、社会からの信頼を揺るぎないものとするうえ
での当然の原則であり、役職員一人ひとりが、日々の業務
遂行のなかで着実に実践しなければならないものと考え
ています。

このため、当行ではコンプライアンスを経営の最重要
課題と位置づけ、遵守態勢の強化に取り組むとともに、
倫理・法務リスク※の軽減に努めています。

具体的には、コンプライアンスに関する手引書として
「コンプライアンス・マニュアル」を制 定し行内の基 本
指針とするとともに、コンプライアンスを推進するため、
主要施策を協議する全行的な組織として「コンプライア

ンス委員会」を設置しています。また、コンプライアンス
について一元的に統括・推進するため、「コンプライアンス
統括部」を設置しています。

本部各部署、支社、営業部店、パーソナルプラザ、および
コンサルプラザには各々コンプライアンス責任者・コンプ
ライアンス担当者を配置し、法令違反の未然防止と遵守
状況のチェックを行っています。さらに、具体的な実践
計画である「コンプライアンス活動計画」を年度ごとに策定
し、それにもとづいた取組みも進めています。

今後もコンプライアンス態勢の一層の強化を図って
いきます。

当行または当行のグループ会社とお客さまの間、ならび
に当行またはグループ会社のお客さま相互間における
利益相反のおそれのある取引に関し、銀行法、金融商品取引
法、その他関係法令等にもとづき、お客さまの利益を不当
に害することのないよう適切に業務を遂行しています。
「利益相反のおそれのある取引」とは、当行またはグルー

プ会社が行う取引のうち、「お客さまの利益が不当に害
されるおそれがある場合の取引」をいいます。「利益相反」
とは、当行またはグループ会社とお客さまの間、ならびに
当行またはグループ会社のお客さま相互間において利益
が相反する状況をいいます。利益相反管理の対象となる
会社は、当行ならびにグループ会社の株式会社百五総合
研究所および百五証券株式会社です。

当行では、利益相反管理の対象となる取引を特定し、
適切に管理しています。

また、法令等に従い、「利益相反管理に関する指針」を 
ホームページへの掲載、店頭への掲示等により公表して
います。

金融機関はその業務内容から、日常の取引を通じて、
マネー・ローンダリングやテロ資金供与、金融犯罪に利用
される危険性があり、国際的にもテロの脅威の高まり、
資金移転の広域化、国際化が見られるなかで、金融機関の
取組みに対する関心が高まっています。

このような状況のもと、百五銀行グループは、「犯罪に

よる収益の移転防止に関する法律」や「外国為替及び外国
貿易法」などの関係法令の遵守はもとより、時々刻々と変
化するリスクにも対応できるよう、実効性のある「マネー・
ローンダリングおよびテロ資金供与対策」に取り組み、
金融機関としての信頼に応えていきます。

基本方針 ：　経営基盤の強化　　重点戦略：　人材戦略・ガバナンス戦略・組織戦略

※ �役職員が業務に関して法令・規則・社会的規範等に抵触する行為をする
ことや、規定・手続等がこれらに抵触していることを原因として、取引先・
株主等から法的あるいは道義的責任を追及され、損害賠償責任を負うこ
とや信用を失墜するリスクのことです。

「マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策ポリシー」については、
右のＱＲコードをご参照ください。
https://www.hyakugo.co.jp/policy/money_laundering.html
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企業価値向上のための戦略

　銀行法上の指定紛争解決機関である一般社団法人
全国銀行協会と苦情対応手続及び紛争解決手続に
関し、契約を締結しています。

連絡先　全国銀行協会相談室
電話　　0570-017109または 03-5252-3772

金融ADR制度への対応

https://www.hyakugo.co.jp/policy/money_laundering.html
https://www.hyakugo.co.jp/policy/money_laundering.html



